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〈
研
究
論
文
＞

中
近
世
に
お
け
る
鷹
術
流
派
の
展
開
と
伝
承
文
化

ー
加
賀
藩
の
鷹
匠
・
依
田
氏
の
鷹
書
を
事
例
と
し
て
1

わ
が
国
の
鷹
狩
り
は
、
古
代
に
お
い
て
は
天
皇
や
貴
族
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
中
世
以
降
は
、
ほ
と
ん
ど
武
士
が
実
施
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
武
家
に
よ
る
鷹
術
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
郡
末
の
故
実
家
で
あ
る
栗
原
信
充
が
著
し
た
『
柳
庵
雑
策
』
第

二
(
I
)

は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

又
百
済
の
米
光
由
光
の
芸
を
伝
へ
し
は
、
出
羽
守
源
斉
頼
な
り
、
斉
頼
の
父
は
駿
河
守
忠
隆
と
云
、
舟
は
権
大
納
言
斉
信
の
女
な

り
、
忠
陥
は
鎖
守
府
将
軍
満
政
の
二
男
に
し
て
、
梢
和
天
皇
五
代
の
孫
な
り
、
斉
頼
無
双
の
鷹
飼
に
て
、
一
其
芸
武
家
に
伝
は
り
「
信

濃
国
諏
訪
の
贄
鷹
、
下
野
国
宇
都
宮
の
贄
鷹
等
の
徒
、
み
な
此
斉
頼
の
流
を
相
承
す
、
そ
の
中
に
祢
津
神
平
が
流
は
、
諏
訪
の
贄
鷹

の
派
と
云
り
、
但
祢
津
の
系
図
に
は
、
梢
和
天
皇
第
四
皇
子
貞
保
親
王
芦
詞
八
代
平
権
大
夫
重
道
の
二
男
、
祢
津
左
衛
門
尉
道
直
の

子
を
神
平
貞
直
と
云
、
貞
直
が
子
神
平
宗
直
、
の
ち
に
美
浪
守
と
云
、
宗
直
の
子
神
平
宗
道
、
そ
の
子
神
平
敦
宗
、
そ
の
子
神
平
宗

光
、
ま
た
大
宮
新
蔵
人
と
云
、
此
時
御
所
御
鷹
飼
方
の
秘
訣
を
伝
ふ
と
云
は
、
酒
君
の
流
と
、
米
光
由
光
の
な
が
れ
と
、
祢
津
の
家

は
じ
め
に

二

本

松

泰

子
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に
一
統
し
て
相
承
る
こ
と
ヽ
な
り
し
な
り
、
宗
光
十
五
代
美
濃
守
信
直
入
道
し
て
、
松
勘
軒
常
安
と
云
、
宮
内
大
輔
元
直
の
男
な

り
、
松
閾
軒
の
弟
子
に
、
屋
代
越
中
守
、
吉
田
多
右
衛
門
家
元
、
熱
田
鷹
飼
伊
藤
消
六
、
小
笠
原
某
、
羽
根
田
某
、
横
澤
某
、
荒
井

豊
前
守
、
平
野
道
伯
等
の
数
人
あ
り
、
皆
新
得
発
明
す
る
所
あ
り
て
、
各
一
家
を
な
す
、
是
鷹
飼
流
派
の
大
概
な
り
。

右
に
よ
る
と
、
「
武
家
」
に
伝
わ
る
鷹
術
は
、
「
米
光
由
光
の
芸
」
を
継
承
し
た
「
出
羽
守
源
斉
頼
」
の
芸
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、

こ
の
「
斉
頼
の
流
」
の
鷹
術
は
、
「
信
濃
国
諏
訪
の
贄
鷹
」
お
よ
び
「
下
野
国
宇
都
宮
の
贄
鷹
」
に
従
事
す
る
人
々
に
も
相
承
し
た
と
さ

れ
る
。
中
で
も
「
祢
津
神
平
が
流
」
は
そ
の
「
諏
訪
の
贄
鷹
の
派
」
で
あ
る
と
し
て
、
祢
津
氏
の
系
図
に
基
づ
い
て
代
々
同
氏
に
伝
来
し

た
経
緯
を
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
貞
保
親
王
よ
り
一
三
代
裔
の
「
神
平
宗
光
」
は
、
ま
た
の
名
を
「
大
宮
新
蔵
人
」
と
い
い
、
彼
の
時

代
に
、
「
御
所
御
鷹
飼
方
の
秘
訣
」
を
伝
え
て
、
酒
君
の
流
れ
と
米
光
由
光
の
流
れ
を
一
統
に
し
て
祢
津
家
に
相
承
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。
さ
ら
に
そ
の
宗
光
の
「
十
五
代
」
末
裔
で
あ
る
「
松
鵬
軒
常
安
」
に
つ
い
て
は
、
彼
の
八
人
の
弟
子
の
名
前
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
一
家
を
な
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
祢
津
松
鵬
（
納
）
軒
常
安
と
は
、
信
濃
国
小
縣
郡
祢
津
（
現
・
長
野
県
東
御
市
）
を
本
貫
地

と
す
る
戦
国
武
将
で
、
は
じ
め
武
田
信
玄
に
仕
え
た
の
ち
、
徳
川
家
康
の
家
臣
と
な
っ
て
上
野
国
豊
岡
（
現
・
群
馬
県
高
崎
市
下
豊
岡

町
）
に
五
千
石
の
領
地
を
得
た
。
さ
ら
に
、
彼
の
子
で
あ
る
信
政
が
家
督
を
継
ぐ
と
五
千
石
加
増
さ
れ
、
豊
岡
滞
を
立
溜
し
た
（
た
だ
し

三
代
で
無
嗣
断
絶
）

3
）。

以
上
の
よ
う
な
『
柳
庵
雑
筆
』
に
よ
る
武
家
の
鷹
術
に
関
す
る
説
明
は
、
伝
承
上
の
人
物
で
あ
る
「
百
済
の
米
光
由
光
」
の
名
前
が
見

え
る
な
ど
、
す
べ
て
が
史
実
に
基
づ
く
内
容
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
雑
多
な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
中
で
、
本
稿
で

は
、
武
家
の
鷹
術
流
派
の
事
例
と
し
て
「
祢
津
流
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。

そ
も
そ
も
祢
津
流
（
家
）
の
鷹
術
が
、
戦
国
期
か
ら
近
世
に
お
い
て
武
家
の
あ
い
だ
で
最
も
隆
盛
し
た
流
派
で
あ
る
。
特
に
、
松
鵬
軒

が
家
康
に
仕
え
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
、
将
軍
家
や
大
大
名
家
に
好
ま
れ
る
流
派
に
な
っ
た
(
3
)
。
『
柳
庵
雑
策
』
が
武
家
の
鷹
術
流
派
と

し
て
当
該
流
派
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
中
近
世
期
に
隆
盛
し
た
武
家
流
の
鷹
術
の
「
流
派
」
は
、
い
ず
れ
も
「
鷹
魯
」
と
称
さ
れ
る
鷹
狩
り
の
伝
嘗
を
伴
っ
て
流
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「
盛
昌
」
に
該
当
す
る
項
目
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ

布
し
た
。
各
流
派
の
鷹
杏
に
は
、
独
自
の
鷹
説
話
や
鷹
狩
り
の
故
実
、
礼
法
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
各
流
派
固
有
の
テ
キ
ス
ト
が
流

布
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
が
展
開
し
、
各
地
で
鷹
狩
り
が
隆
盛
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
鷹
術
の
流
派
と
そ
れ
に

属
す
る
鷹
笞
は
、
中
近
世
期
の
武
家
に
よ
る
鷹
狩
り
の
陥
盛
を
支
え
た
重
要
な
文
化
事
象
で
あ
る
(
4
)

。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
近
世
期
に
お
け
る
武
家
の
鷹
狩
り
に
つ
い
て
、
当
時
最
も
隆
盛
し
た
「
祢
津
流
（
家
）
」

つ
い
て
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、

て
取
り
上
げ
る
。
具
体
的
に
は
、
享
保
年
間
に
加
賀
稲
の
鷹
匠
に
抜
擢
さ
れ
た
依
田
氏
に
伝
来
す
る
新
出
の
祢
津
流
（
家
）
の
鷹
書
群
に

そ
の
中
か
ら
、
同
流
派
の
事
例
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
テ
キ
ス
ト
を
選
び
、
そ
の
叙
述
内
容
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
該
流
派
に
関
す
る
文
化
伝
承
的
な
実
相
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

加
賀
藩
の
鷹
匠
・
依
田
氏
の
鷹
書

享
保
年
間
以
降
に
代
々
加
賀
滞
の
鷹
匠
を
務
め
た
依
田
一
族
は
、
も
と
も
と
信
浪
国
小
県
郡
依
田
荘
（
長
野
県
上
田
市
丸
子
町
）
を
本

貫
地
と
す
る
一
族
で
、
『
依
田
記
』
に
登
場
す
る
依
田
信
帝
の
祖
父
の
弟
の
息
子
に
当
た
る
「
守
廣
」
を
祖
と
す
る
(
5
)
。
す
な
わ
ち
、
当

の
流
派
に
つ
い

家
伝
来
の
『
依
田
家
系
岡
』
（
依
田
盛
敬
氏
所
紘
）
に
よ
る
と
、
「
守
廣
要
芦
田
下
野
信
守
女
、
後
甚
根
津
松
鴎
軒
常
安
ノ
女
。
松
閉
軒
常

安
男
子
無
之
二
付
、
鷹
家
之
低
依
田
十
郎
左
衛
門
守
腐
江
得
」
と
見
え
、
守
廣
は
は
じ
め
「
芦
田
下
野
信
守
（
信
蕃
の
父
）
」
の
女
（
伯

の
ち
に
、
祢
津
松
鴎
（
約
）
軒
の
娘
を
後
妻
と
し
た
と
い
う
。
松
紐
軒
に
は
男
子
が
い
な
か
っ
た
こ

諮
の
妹
）

と
か
ら
、
守
廣
に
「
鷹
家
之
低
」
を
伝
授
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
じ
く
『
依
田
家
系
岡
』
に
よ
る
と
、
守
廣
の
孫
に
あ
た

と
妻
と
し
て
い
た
が
、

る
「
貞
梢
」
は
、
前
田
利
次
の
鼎
政
期
に
富
山
滞
に
仕
え
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

『
宝
暦
四
年
四
月

四
年
（
一
七
五
四
）

そ
の
貞
消
の
孫
に
あ
た
る
「
盛
昌
」
が
、
第
六
代
加

賀
湘
主
・
前
田
吉
徳
の
時
代
に
当
滞
の
鷹
匠
に
抜
擢
さ
れ
た
と
い
う
。
当
家
が
加
賀
溜
に
仕
官
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、

先
祖
由
緒
一
類
附
依
田
次
右
衛
門
』
（
依
田
盛
敬
氏
所
蔵
。
当
主
の
略
歴
と
先
祖
の
系
譜
を
記
し
た
文
害
で
、
宝
暦

に
依
田
家
か
ら
加
賀
滞
に
提
出
さ
れ
た
も
の
）
の
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上
記
の
①
S
③
の
う
ち
、
①
に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
全
部
で
四
五
冊
あ
る
。
そ
れ
ら
の
書
誌
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
す
べ
て

別
稿
で
提
示
し
た
(
1
)
。
②
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
一

0
冊
分
、
③
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
四
冊
分
の
書
誌
の
概
略
も
す
で
に
別
稿

で
提
示
し
て
い
る
(
8
)
C

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
新
た
に
発
見
さ
れ
た
二
四
冊
の
テ
キ
ス
ト
群
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
二
四

③ ② ①
 
打
雲
紙
を
上
下
裁
断
し
て
改
装
し
た
と
思
わ
れ
る
表
紙
の
も
の
（
上
部
の
藍
雲
の
部
分
を
表
表
紙
、
下
部
の
紫
雲
の
部
分
を
裂
表
紙

に
そ
れ
ぞ
れ
装
丁
）
。
寸
法
は
縦
が
お
お
よ
そ
一
四

S
五
痣
X
横
が
お
お
よ
そ
ニ
ハ
梵
の
も
の
。

綜
色
無
地
の
表
紙
で
縦
が
お
よ
そ
二
四
痣
X
横
が
お
よ
そ
一
八
．
五
岱
前
後
の
も
の
。

表
紙
も
大
き
さ
も
ふ
ぞ
ろ
い
の
も
の
。

下
の
よ
う
に
な
る
。

出
雲
守
様
御
代
、
享
保
十
二
年
御
倹
約
之
時
分
、
御
人
減
二
而
、
御
暇
被
下
。
則
村
隼
人
方
江
給
人
並
二
罷
越
相
勤
申
候
。
然
処
、

護
国
院
様
御
代
、
享
保
十
七
年
、
祢
津
鷹
方
家
筋
之
者
、
御
用
二
御
座
候
由
二
而
、
横
山
故
大
和
守
、
被
買
度
旨
隼
人
方
江
被
申

越
、
則
被
呼
寄
御
家
江
御
鷹
匠
二
被
召
出
、
御
切
米
七
拾
俵
被
為
下
之
、
御
鷹
役
相
勤
罷
在
申
候
。

す
な
わ
ち
、
盛
昌
は
享
保
―
二
年
（
一
七
二
七
）
の
「
御
倹
約
之
時
分
」
に
人
員
削
減
の
た
め
富
山
滞
を
放
免
さ
れ
、
し
ば
ら
く
「
則

村
隼
人
」
の
も
と
で
勤
め
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
に
「
祢
津
鷹
方
家
筋
之
者
、
御
用
二
御
座
侯
」
と
い

う
理
由
に
よ
り
、
当
藩
年
寄
の
横
山
費
林
が
隼
人
方
か
ら
貞
消
を
も
ら
い
受
け
、
鷹
匠
と
し
て
加
賀
藩
で
召
し
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
以
降
、
明
治
期
ま
で
依
田
家
は
加
賀
藩
に
仕
官
し
た
(
6
)
。

こ
の
よ
う
な
依
田
氏
に
は
、
祢
津
流
（
家
）
の
鷹
術
に
関
連
す
る
文
害
が
百
点
以
上
伝
来
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
現
当
主
の

依
田
盛
敬
氏
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
文
書
群
の
大
半
を
占
め
る
の
は
、
や
は
り
「
鷹
害
」
の
写
本
群
で
あ
る
。
そ
の

中
に
は
、
絵
巻
が
数
点
含
ま
れ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
は
冊
子
状
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
表
紙
の
装
丁
及
び
寸
法
の
ほ
ぼ
同

じ
も
の
が
十
数
冊

S
数
十
冊
ず
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
揃
い
の
シ
リ
ー
ズ
本
と
見
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
大
別
す
る
と
、
以

れ
る
。
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5
 
門
殿
」
。

ー キ
ス
ト
群
の
苫
誌
概
略
を
以
下
に
挙
げ
る
。

冊
の
う
ち
、
②
に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
一
七
冊
、
③
に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
七
冊
あ
る
(
9
)
。
ま
ず
は
、
②
に
分
類
さ
れ
る
一
七
冊
の
テ

『
巣
鷹
之
歯
』
（
外
題
）
。
一
冊
。
縦
二
三
．
八
痣
X
横
一
八
．
一
和
ン
。
表
紙
左
肩
に
「
巣
鷹
之
苫
」
の
貼
題
箔
（
縦
一
六
．
二
岱

x
横

三
．
七
梵
）
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
楢
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
一
四
丁
（
う
ち
遊
紙
前
一
丁
、
後
二
丁
）
。
五
丁
表
白
紙
。
二
丁
表
冒
頭
に
「
巣

紐
産
立
様
井
飛
立
様
手
引
之
事
」
（
巻
首
題
）
。
半
葉
一

0
行
。
淡
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
奥
苫
等
無
し
。
虫
損
甚
大
。

2

『
生
替
之
巻
坤
』
（
外
題
）
。
一
冊
。
縦
二
四
．
六
梵

x
横
一
八
．
六
梵
。
表
紙
左
肩
に
「
生
替
之
巻
坤
」
の
貼
題
答
（
縦

一
八
．
七
岱

x
横
三
．
六
岱
）
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
堵
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
―
二
丁
（
う
ち
遊
紙
前
二
丁
、
後
一
丁
）
。
遊
紙
前
一
丁
表
左

屑
に
「
鷹
生
替
之
巻
坤
八
」
（
内
題
）
。
三
丁
表
冒
頭
に
「
鷹
生
替
之
巻
」
（
巻
首
題
）
。
半
菓
九
行
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
―
一
丁
裏

に
「
寅
暦
九
己
卯
依
田
十
郎
左
箭
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
三
究
X
横
二
．
三
梵
の
朱
正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。

3

『
鷹
法
定
之
巻
位
門
』
（
内
題
）
。
一
冊
。
縦
二
四
．
四
梵

x
横
一
八
．
五
梵
゜
袋
綴
。
本
文
料
紙
椿
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
一
五
丁
（
う

ち
遊
紙
前
二
丁
、
後
一
丁
）
。
遊
紙
前
一
丁
表
左
肩
に
「
鷹
法
定
之
巻
位
四
」
（
内
題
）
。
三
丁
表
冒
頭
に
「
鷹
法
定
之
巻
」
（
巻
首
題
）
。
外

題
な
し
（
貼
題
答
が
剥
離
し
た
か
）
。
半
葉
九
行
。
渓
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
朱
筆
で
合
点
お
よ
び
苔
名
に
中
二
重
線
を
施
す
。
一
四
丁

裏
に
「
賓
暦
九
己
卯
依
田
十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
三
巧

x
横
二
．
三
梵
の
朱
正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。

4

『
鷹
諸
道
具
之
闘
巻
位
八
／
九
』
（
内
題
）
。
一
冊
。
縦
二
四
．
四
梵
X
横
一
八
．
五
岱
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
楢
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
一
四

丁
（
う
ち
遊
紙
前
二
丁
、
後
一
丁
）
。
遊
紙
前
一
丁
表
左
屑
に
「
鷹
諸
道
具
之
岡
巻
乾
八
／
九
」
（
内
題
）
。
三
丁
表
冒
頭
に
「
鷹
諸
道
具
岡

之
巻
」
（
巻
首
題
）
。
外
題
な
し
（
貼
題
箔
が
剥
離
し
た
か
）
。
半
葉
九
行
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
朱
筆
で
苫
名
に
中
二
重
線
を
施
す
。

一
三
丁
裏
に
「
寅
暦
九
己
卯
依
田
十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
三
梵
X
横
二
．
三
岱
の
朱
正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛

『
請
取
渡
之
巻
仇
』
（
内
題
）
。

一
冊
。
縦
二
四
四
梵

x
横
一
八
七
岱
゜
袋
綴
。
本
文
料
紙
拷
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
九
丁
（
う
ち
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坤
』
（
外
題
）
。
一
冊
。
縦
二
四
．
四
梵

x
横
一
八
．
六
巧
。
表
紙
左
肩
に
「
養
生
之
巻
坤
」
の
貼
題
箔
（
縦

一
六
．
八
唸

x
横
―
二
．
六
究
）
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
拷
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
五
三
丁
（
う
ち
遊
紙
前
二
丁
）
。
遊
紙
前
一
丁
表
左
屑
に
「
鷹

養
生
之
巻

9
-
」
（
内
題
）
。
三
丁
表
冒
頭
に
「
鷹
養
生
之
巻
」
（
巻
首
題
）
。
外
題
な
し
（
貼
題
箔
が
剥
離
し
た
か
）
。
半
葉
―
一
行
。
膜

字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
五
三
丁
裏
に
「
賓
暦
九
己
卯
依
田
十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
＿
二
梵

x
横
二
．
三
梵
の
朱
正

方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。
一
四
丁
と
一
五
丁
の
間
に
「
葬
證
之
巻
坤
」
（
縦
一
六
．
四
兌
X
横
三
．
六
究
）
お
よ
び
「
山
鷹
作
法

乾
」
（
縦
一
六
．
八
究
X
横
三
．
四
梵
）
の
剥
離
し
た
貼
題
箔
が
二
莱
挟
ま
っ
て
い
る
。

一
冊
。
縦
二
四
．
六
梵

x
横
一
八
．
五
究
。
表
紙
左
肩
に
「
鷹
歌
之
巻

，
 

8
 

遊
紙
前
二
丁
、
後
一
丁
す
な
わ
ち
九
丁
は
遊
紙
と
思
わ
れ
る
が
、
丁
の
半
分
が
切
り
取
ら
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
）
。
遊
紙
前
一
丁
表

左
肩
に
「
請
取
渡
之
巻
笠
一
」
（
内
題
）
。
三
丁
表
冒
頭
に
「
請
取
渡
之
巻
」
（
巻
首
題
）
。
外
題
な
し
（
貼
題
筋
が
剥
離
し
た
か
）
。
半
葉
九

行
。
渓
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
朱
筆
で
苦
名
に
中
二
重
線
を
施
す
。
八
丁
襄
に
「
費
暦
九
芦
依
田
十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花

押
）
（
縦
二
．
三
梵

x
横
二
．
三
究
の
朱
正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。

6

外
題
・
内
題
無
し
。
一
冊
。
縦
二
四
．
四
究

x
横
一
八
．
七
岱
゜
袋
綴
。
本
文
料
紙
梢
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
二
七
丁
（
う
ち
遊
紙
後

一
丁
）
。
一
丁
表
白
紙
。
二
六
丁
襄
に
「
賓
暦
九
己
卯
依
田
十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
三
坊

x
横
二
．
三
究
の
朱

正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。
二
丁
表
ー
ニ
六
丁
表
に
、
鷹
道
具
・
鷹
の
羽
・
鷹
の
獲
物
（
朝
・
雲
雀
・
う
さ
ぎ
な
ど
）
・
鷹
の
灸
穴

な
ど
に
関
す
る
図
解
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

7

『
祢
津
意
趣
乾
』
（
外
題
）
。
一
冊
。
縦
二
四
．
三
岱
X
横
一
八
．
七
梵
。
表
紙
左
屑
に
「
祢
津
意
趣
乾
」
の
貼
題
箔
（
縦

一
六
．
五
梵
X
横
三
．
五
梵
）
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
椿
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
八
丁
（
う
ち
遊
紙
前
二
丁
、
後
一
丁
）
。
六
丁
裏
お
よ
び
七

T

表
白
紙
。
三
丁
表
冒
頭
に
「
祢
津
家
の
意
趣
」
（
巻
首
題
）
。
半
葉
九
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
朱
筆
で
人
名
に
中
一
重
線
、
地
名
に

右
一
重
傍
線
を
施
す
。
七
丁
裏
に
「
賓
暦
九
芦
依
田
十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
三
梵
X
横
二
．
三
梵
の
朱
正
方

印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。
四
丁
お
よ
び
五
丁
の
表
裏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
行
分
の
文
章
の
み
を
残
し
て
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。

『
養
生
之
巻

『
鷹
歌
之
巻

乾
』
（
外
題
）
。

乾
」
の
貼
題
答
（
縦
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一
六
．
七
岱
X
横
三
．
五
梵
）
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
措
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
三
一
丁
（
う
ち
遊
紙
前
二
丁
）
。
遊
紙
前
一
丁
表
左
肩
に
「
詠

歌
位
し
（
内
題
）
。
半
葉
一

0
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
朱
筆
で
合
点
を
施
す
。
三
一
丁
表
に
「
喪
暦
九
己
卯
依
田
十
郎
左
衛
門
／
六

月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
三
究
X
横
二
．
三
店
の
朱
正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。

10

『
児
文
之
秘
佃
巻
坤
卜
』
（
内
題
）
。
一
冊
。
縦
二
四
．
四
梵

x
横
一
八
．
五
梵
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
指
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
二
六
丁

（
う
ち
遊
紙
前
二
丁
、
後
一
丁
）
。
遊
紙
前
一
丁
表
左
屑
に
「
児
文
之
秘
他
巻
坤
＋
」
（
内
題
）
。
三
丁
表
冒
頭
に
「
兜
文
秘
偲
之
巻
」
（
巻
首

題
）
。
外
題
な
し
（
貼
題
筋
が
剥
離
し
た
か
）
。
半
葉
九
行
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
二
五
丁
裏
に
「
賓
暦
九
訳
i

依
田
十
郎
左
衛
門
／

六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
三
岱
X
横
二
．
三
究
の
朱
正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。

11

『
相
形
之
巻
乾
』
（
外
題
）
。
一
冊
。
縦
二
四
．
三
丑
こ
＾
横
一
八
．
五
巧
。
表
紙
左
肩
に
「
相
形
之
巻
乾
」
の
貼
題
符
（
縦

一
六
．
六
巧
X
横
―
二
．
五
究
）
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
楷
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
―
二
丁
（
う
ち
遊
紙
前
二
丁
、
後
一
丁
）
。
遊
紙
前
一
丁
表
左

屑
に
「
鷹
相
形
之
巻
七
純
」
（
内
題
）
。
三
丁
表
冒
頭
に
「
鷹
相
形
之
事
」
（
巻
首
題
）
。
半
葉
九
行
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
朱
筆
で
芯

名
に
中
二
重
線
を
施
す
。
―
一
丁
裏
に
「
賓
暦
九
己
卯
依
田
十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
三
梵
X
横
二
．
三
梵
の
朱

正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。

『
餌
指
之
巻
坤
』
（
外
題
）
。

一
冊
。
縦
二
四
六
岱

x
横
一
八
．
五
令
。
表
紙
左
肩
に
「
餌
指
之
巻
坤
」
の
貼
題
箔
（
縦

一
六
．
七
梵

x
横
三
．
六
梵
）
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
楷
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
一
〇
丁
（
う
ち
遊
紙
前
二
丁
）
。
遊
紙
前
一
丁
表
左
屑
に
「
餌

指
之
巻
坤
五
」
（
内
題
）
。
三
丁
表
冒
頭
に
「
餌
指
之
巻
」
（
巻
首
題
）
。
半
策
九
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
0

1
0
丁
表
に
「
賓
暦
九
己
卯

依
田
十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
三
梵
X
横
二
．
三
究
の
朱
正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。

13

『
餌
作
之
巻
坤
』
（
外
題
）
。
一
冊
。
縦
二
四
．
四
巧
X
横
一
八
．
六
埒
。
表
紙
左
屑
に
「
餌
作
之
巻
坤
」
の
貼
題
篠
（
縦

一
八
．
六
岱

x
横
三
．
五
梵
）
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
椿
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
一
四
丁
（
う
ち
遊
紙
前
二
丁
、
後
一
丁
）
。
遊
紙
前
一
丁
表
左

肩
に
「
佃
作
之
巻
坤
七
」
（
内
題
）
。
三
丁
表
冒
頭
に
「
鷹
餌
之
作
様
」
（
巻
首
題
）
。
半
莱
六
＼
九
行
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
一
三
丁

裏
に
「
賓
暦
九
芦
依
田
十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
三
梵

x横
二
．
三
究
の
朱
正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。

12 
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ま
っ
て
い
る
。

『
五
臓
論

坤
』
（
外
題
）
。

x
横
三
．
六
梵
）
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
拷
紙
。

三
丁
表
冒
頭
に
「
鷹
五
臓
論
」
（
巻
首
題
）
。
半
葉
九
行
。
三
丁
表

S
六
丁
表
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
、
六
丁
裏
か
ら
八
丁
表
ま
で
は
漢

字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
九
丁
裏
に
「
賓
暦
九
己
卯
依
田
十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
三
岱
X
横
二
．
三
巧
の
朱
正
方

九
行
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。

坤
」
の
貼
題
答
（
縦
一
六
．
七
梵

x横
―
二
．
六
岱
）
が
挟

一
冊
。
縦
二
四
四
岱
X
横
一
八
六
痣
。
表
紙
左
屑
に
「
五
臓
論

四
つ
目
綴
。
全
一
〇
丁
（
う
ち
遊
紙
前
二
丁
、
後
一
丁
）
。
八
丁
裏
お
よ
び
九
丁
表
白
紙
。

印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。

15

『
鷹
入
巻
坤
』
（
外
題
）
。
一
冊
。
縦
二
四
．
六
岱
X
横
一
八
．
六
巧
。
表
紙
左
肩
に
「
鷹
入
巻
坤
」
の
貼
題
箔
（
縦
一
六
．
六
梵

x
横
三
国
梵
）
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
楷
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
二

0
丁
（
う
ち
遊
紙
前
二
丁
、
後
一
丁
）
。
遊
紙
前
一
丁
表
左
肩
に
「
鷹
入

巻
坤
｛
ハ
」
（
内
題
）
。
三
丁
表
冒
頭
に
「
鷹
入
巻
」
（
巻
首
題
）
。
半
葉
―
一
行
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
一
九
丁
裏
に
「
賓
暦
九
己
卯
依
田

十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
三
梵

x横
二
三
一
梵
の
朱
正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。

16

『
鷹
病
之
巻
坤
』
（
外
題
）
。
一
冊
。
縦
二
四
．
三
究

x
横
一
八
．
六
梵
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
椿
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
一
六
丁
（
う

ち
遊
紙
前
二
丁
、
後
一
丁
）
。
遊
紙
前
一
丁
表
左
屑
に
「
鷹
病
之
巻

9
-
」
（
内
題
）
。
三
丁
表
冒
頭
に
「
鷹
病
之
巻
」
（
巻
首
題
）
。
半
葉

一
五
丁
裏
に
「
賓
暦
九
芦
依
田
十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
三
一
岱
X
横
二
三
一

究
の
朱
正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。
表
紙
と
一
丁
の
間
に
「
鷹
病
之
巻

17

『
瞼
靡
形
紛
圏
』
（
扉
題
）
。
一
冊
。
縦
二
五
．
六
兌
X
横
一
九
．

0
梵
゜
袋
綴
。
本
文
料
紙
楷
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
一
〇
丁
（
う
ち
遊

紙
前
一
丁
、
後
一
丁
）
。
遊
紙
前
一
丁
表
中
央
に
「
漁
康
形
綺
圏
」
。
外
題
な
し
（
貼
題
筋
が
剥
離
し
た
か
）
。
九
丁
裏
に
「
賓
暦
九
己
卯
依

田
十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
＿
二
梵
X
横
二
．
＿
二
特
の
朱
正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
。
全
丁
に
つ
な
が
れ
た

鷹
犬
の
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
③
に
分
類
さ
れ
る
七
冊
の
テ
キ
ス
ト
群
の
書
誌
概
略
を
以
下
に
挙
げ
る
。

14 

坤
」
の
貼
題
箭
（
縦
一
六
．
六
岱
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外
題
・
内
題
無
し
。
表
紙
左
肩
に
縦
七
．

O
梵
X
横
一
．
九
梵
の
貼
題
答
が
剥
離
し
た
痕
跡
有
り
。
一
冊
。
原
装
無
地
表
紙
。
縦

一
七
．

0
埒

x
横
一
八
．
一
丑
ン
。
列
帖
装
。
本
文
料
紙
椿
紙
。
全
八
一
丁
（
う
ち
遊
紙
前
一
丁
）
。
八
〇
丁
表
裏
白
紙
。
二
丁
表
＼
三
七

丁
裏
ま
で
半
葉
一

0
行
、
淡
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
鷹
和
歌
（
「
あ
ら
た
ま
の
」
類
）
の
無
注
本
文
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
三
八
丁
表
＼

五
四
丁
表
三
行
目
ま
で
半
葉
九
行

s
一
三
行
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
鷹
和
歌
（
「
や
ま
ひ
め
に
」
類
）
の
有
注
本
文
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
五
四
丁
表
四
行
目

S
六
六
丁
表
ま
で
半
策
一

0
行
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
鷹
和
歌
の
無
注
本
文
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
六
六

丁
裏
に
鷹
・
馬
・
猿
の
図
、
六
七
丁
表
は
半
葉
四
行
漢
文
、
六
七
丁
裏
は
白
紙
、
六
八
丁
表
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
鷹
和
歌
一
首
掲

出
（
二
行
の
み
）
。
六
八
丁
裏
お
よ
び
六
九
丁
表
裏
は
白
紙
。
七

0
丁
表
＼
七
三
丁
表
ま
で
半
業
―
一
行
＼
一
三
行
、
漢
字
平
仮
名
交
じ

り
文
の
鷹
和
歌
に
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
注
が
付
さ
れ
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
七
四
丁
表
＼
七
九
丁
裏
ま
で
半
葉
九
行
で
瑛
字

平
仮
名
交
じ
り
文
の
鷹
連
歌
に
渡
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
注
が
付
さ
れ
た
も
の
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
全
体
を
通
し
て
朱
筆
で
合
点
や
丸

印
等
を
施
す
。
八
一
丁
表
に
「
天
正
十
六
年
戌
子
祢
律
松
約
軒
（
縦
三
．
一
糎

x
二
．
三
糎
の
朱
長
方
印
）
／
二
月
朔
日
常
安
（
花
押
）

／
依
田
十
郎
左
衛
門
殿
」
。
三
七
丁
と
三
八
丁
の
間
、
六
九
丁
と
七

0
丁
の
間
、
七
二
丁
と
七
三
丁
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
紙
片
が
一
葉
ず
つ

挟
ま
れ
て
い
る
。
表
紙
の
色
落
ち
な
ど
全
般
に
損
似
が
激
し
い
。

外
題
・
内
題
無
し
。
一
冊
。
原
装
朽
葉
色
無
地
表
紙
。
縦
二
三
．
四
岱
X
横
一
九
．
三
岱
゜
袋
綴
。
本
文
料
紙
椿
紙
。
四
つ
目
綴
゜

全
九
四
丁
（
う
ち
遊
紙
前
後
一
丁
）
。
外
題
な
し
。
半
莱
―
一
行
。
淡
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
朱
筆
で
合
点
お
よ
び
丸
印
や
読
点
等
を

施
す
。
九
三
丁
表
に
「
祢
津
家
た
か
秘
他
苫
彼
巻
二
相
極
ロ
ロ
／
他
左
返
而
然
其
事
相
ゆ
つ
り
参
也
／
宝
永
五
年
戌
炭
同
次
右
衛
門
／
六
月

一
六
日
守
廣
（
花
押
）
／
依
田
斎
助
殿
」
、
九
三
丁
裏
に
「
天
正
十
六
年
戌
＋
祢
津
松
紐
軒
／
二
月
朔
日
常
安
（
花
押
）
（
縦
三
．
一
糎

x
二
．
三
糎
の
朱
長
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
尉
殿
」
。

3

『
親
定
巻
全
』
（
外
題
）
。
一
冊
。
原
装
朽
葉
色
無
地
表
紙
。
縦
一
五
．
三
戌
X
横
一
五
．
八
巧
゜
桝
形
本
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
堵
紙
。

四
つ
目
綴
。
全
一

0
一
丁
（
う
ち
遊
紙
前
後
一
丁
）
。
一

0
0
丁
裏
白
紙
。
外
題
表
紙
左
屑
に
ウ
チ
ッ
ケ
笞
き
で
「
観
定
巻
全
」
。
外
題

2
 

ー
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4
 

な
し
。
半
菓
一

常
安
（
花
押
）
／
依
田
十
郎
左
衛
門
殿
」
。
後
半
部
に
鷹
の
羽
・
鷹
の
獲
物
・
鷹
の
灸
穴
に
関
す
る
図
解
が

―
\
―
二
行
。
淡
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
朱
筆
で
合
点
お
よ
び
濁
点
•
読
点
等
を
施
す
。
後
半
部
に
鷹
の
羽
・
鷹
の
獲

物
・
鷹
の
灸
穴
に
関
す
る
固
解
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一

0
0
丁
表
に
「
祢
津
松
紛
軒
（
縦
三
．
一
糎

x
二
．
三
糎
の
朱
長
方
印
）
／
天

正
十
六
年
戌
子
／
二
月
朔
日

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
鷹
之
苫
』
（
巻
首
題
）
。
一
冊
。
改
装
香
色
無
地
表
紙
。
縦
二
四
.
二
究
X
横
一
七
．
七
岱
゜
袋
綴
。
本
文
料
紙
椿
紙
。
四
つ
目
綴
゜

全
四
八
丁
（
う
ち
遊
紙
前
後
一
丁
）
。
二
丁
表
冒
頭
に
「
鷹
之
巻
」
（
巻
首
題
）
。
外
題
な
し
（
貼
題
箔
が
剥
離
し
た
か
）
。
半
葉
九
行
＼

―
二
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
二
三
丁
と
二
四
丁
の
間
に
紙
片
一
葉
挟
ま
っ
て
い
る
。
奥
曹
等
無
し
。
各
丁
に
裏
打
ち
を
施
す
。
朱

箪
で
合
点
、
丸
印
等
の
苦
き
入
れ
有
り
。

5

外
題
・
内
題
無
し
。
一
冊
。
改
装
香
色
無
地
表
紙
。
縦
二
四
．
二
梵

x
横
一
八
．
二
梵
゜
袋
綴
。
本
文
料
紙
拷
紙
。
四
つ
目
綴
。
全

五
一
丁
（
う
ち
遊
紙
前
後
一
丁
）
。
外
題
な
し
（
貼
題
箔
が
剥
離
し
た
か
）
。
半
葉
一

0
行
1
―
二
行
。
五

0
丁
表
末
尾
に
「
依
田
次
右
衛

門
／
永
禄
六
年
五
月
廿
日
／
守
廣
（
花
押
）
j

。
各
丁
に
裏
打
ち
を
施
す
。
朱
筆
で
丸
印
等
の
書
き
入
れ
有
り
。
右
掲
4
の
『
鷹
之
杏
』
と

表
紙
の
装
丁
等
が
似
て
い
る
。

6

『
近
衛
龍
山
鷹
百
首
』
（
巻
首
題
）
。
一
冊
。
原
装
黄
築
色
無
地
表
紙
。
縦
二
五
．
六
巧

x
横
一
八
．
七
梵
。
袋
綴
c

本
文
料
紙
堵
紙
。
四

つ
目
綴
。
全
五

0
丁
（
う
ち
遊
紙
前
後
二
丁
）
。
三
丁
表
冒
頭
に
「
近
衛
龍
山
贋
百
首
」
（
巻
首
題
）
。
外
題
な
し
（
貼
題
答
が
剥
離
し
た
か
）
。

半
策
―
一
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
四
八
丁
裂
末
尾
に
「
天
正
七
年
卯
月
仲
旬
／
右
間
心
詠
鷹
詞
百
首
者
秀
吉
公
井
家
康
公
依
懇
望

／
之
染
秀
筆
外
雖
令
停
止
之
山
岡
主
斗
以
深
執
心
之
／
上
杏
写
者
也
同
鷹
道
巻
令
相
俯
之
而
已
／
慶
長
十
年
霜
月
日
龍
山
御
在
判
」
。

五
0
丁
裏
に
上
下
逆
で
「
礼
節
仕
付
鷹
の
道
諸
道
」
の
一
文
有
り
。

7

『
明
神
流
鷹
歌
二
百
首
』
（
巻
首
題
）
。
一
冊
。
原
装
黄
粟
色
無
地
表
紙
。
縦
二
五
．
九
窃

x
横
一
八
．
七
究
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
楷

紙
。
四
つ
目
綴
。
全
三
四
丁
（
う
ち
遊
紙
前
後
二
丁
）
。
三
丁
表
冒
頭
に
「
明
神
流
鷹
歌
二
百
首
」
（
巻
首
題
）
。
外
題
な
し
（
貼
題
箔

F
野

m}ャ
訊
心
＂

が
剥
離
し
た
か
）
。
半
葉
―
一
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
三
二
丁
裏
末
尾
に
「
明
神
流
氏
家
祢
宜
丹
後
守
宗
貞
／
大
宮
新
蔵
人
佐
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
節
で
は
、
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣
乾
』
（
依
田
盛
敬
氏
所
蔵
）
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
の
叙
述
内
容
を
検
討

は
、
い
ず
れ
も
祢
津
流
（
家
）

田
氏
の
名
前
は
見
え
な
い
。

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

乾
』
（
依
田
盛
敬
氏
所
蔵
）
に
つ
い
て

宗
勝
／
在
判
」
。
右
掲
6
の
『
近
衛
龍
山
鷹
百
首
』
と
表
紙
の
装
丁
等
が
似
て
い
る
。

以
上
に
掲
出
し
た
依
田
氏
伝
来
の
新
出
の
祢
津
流
（
家
）

乾
』
と
称
す
る
）
は
、
そ
の
外
題
に
示
さ
れ
る
通
り
、
「
祢
津

(
1
1
1
 

の
鷹
苫
群
の
う
ち
、
②
に
分
類
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
で
、
奥
苔
の
あ
る
も
の
は

い
ず
れ
も
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
六
月
吉
日
に
依
田
十
郎
左
衛
門
盛
昌
か
ら
次
右
衛
門
（
守
真
の
こ
と
。
盛
昌
の
子
）
に
宛
て
ら
れ
た

一
方
の
③
に
分
類
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
は
、

天
正
一
六
年
(
-
五
八
八
）
二
月
一
日
に
祢
津
松
縞
軒
常
安
か
ら
「
依

田
十
郎
左
衛
門
殿
」
（
守
廣
）
も
し
く
は
「
依
田
次
右
衛
門
尉
殿
」
（
守
常
の
こ
と
。
守
廣
の
子
）
に
伝
授
さ
れ
た
と
す
る
も
の

2
、
3
)
や
、
宝
永
五
年
（
一
七

0
八
）
六
月
一
六
日
に
次
右
衛
門
（
守
常
）
と
守
廣
か
ら
「
依
田
斎
助
殿
」
（
貞
消
の
こ
と
。
守
常
の
子
）

に
伝
授
さ
れ
た
も
の

(
1
1
2
の
本
奥
書
）
の
ほ
か
、
永
禄
六
年
(
-
五
六
三
）
五
月
二

0
日
の
年
記
と
と
も
に
次
右
衛
門
（
守
常
）
と
守

廣
の
名
前
が
見
え
る
も
の
｛
5
-

が
あ
る
。
ち
な
み
に
、

6
と
7
に
つ
い
て
は
、
「
祢
津
流
（
家
）
の
鷹
杏
」
で
は
な
い
た
め
か
、
奥
害
に
依

こ
の
よ
う
な
依
田
氏
伝
来
の
新
出
の
祢
津
流
（
家
）
の
鷹
苫
群
に
つ
い
て
、
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、
②
に
分
類
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
群

で
あ
る
。
当
該
書
群
は
、
奥
芯
に
依
田
盛
昌
か
ら
守
真
に
伝
授
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
盛
昌
は
、
祢
津
流
（
家
）

の
鷹
匠
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
加
賀
藩
に
抜
擢
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
彼
と
の
関
わ
り
を
主
張
す
る
テ
キ
ス
ト
群

も、

7
の
『
祢
津
意
趣

の
鷹
匠
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
を
支
え
る
意
味
合
い
の
存
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
中
で

乾
』
（
以
下
、
当
該
本
を
盛
昌
本
『
祢
津
窓
趣

家
」
の
慈
趣
を
標
榜
し
た
鷹
苫
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
流
派
固
有
の
特
性
を
知
る
の
に
有
用
な
事
例
と
言
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

盛
昌
本
『
祢
津
意
趣
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【
本
文
の
句
読
点
は
私
に
付
し
た
。
改
行
は
／
を
以
て
示
し
、
改
丁
は
」
で
括
っ
て
(
-
オ
）
の
よ
う
に
丁
数
な
ら
び
に
表
裏
を
示

し
た
。
合
点
お
よ
ぴ
地
名
の
右
一
重
傍
線
・
人
名
の
中
一
重
線
・
苦
名
の
中
二
重
線
は
朱
筆
を
表
す
】

祢
津
家
の
意
趣
／
一
祢
津
ぇ
御
鷹
赦
許
之
事
／
＋
他
藤
叩
の
御
宇
に
奥
州
富
士
深
山
の
大
鷹
殊
に
／
優
れ
た
る
を
納
め
奉
る
如
何
と

し
て
か
一
闘
鳥
を
捉
と
／
云
事
更
に
な
し
其
比
祢
~
の
袢
一
竺
貝
匝
と
て
／
鷹
の
上
手
有
て
召
の
ほ
せ
ら
れ
て
彼
鷹
を
可
取
／
飼
由
宣

旨
也
貞
直
奏
聞
申
け
る
ハ
、
御
鷹
の
趣
を
／
見
奉
る
に
鳶
の
嫁
た
る
鷹
な
れ
ハ
鳥
を
と
ら
ぬ
も
／
理
り
な
り
魚
な
ら
て
ハ
難
捉
と
奏

聞
す
さ
ら
は
」
（
三
オ
）
魚
を
可
捉
飼
由
重
而
宣
旨
也
神
車
＇
承
魚
に
取
飼
可
申
／
事
何
方
以
安
き
子
細
に
候
得
共
海
河
を
通
犬
あ
ら

ん
や
与
申
／
其
時
神
車
幸
窃
化
の
者
に
宗
随
与
申
者
申
け
る
ハ
上
流
の
折
節
／
堰
に
お
い
て
か
わ
う
そ
の
嫁
き
た
る
犬
の
子
あ
り
与
申

／
然
は
彼
犬
を
海
河
を
か
ま
せ
ん
と
て
頓
而
為
引
登
鷹
／
犬
共
に
椿
吉
日
の
時
を
ゑ
ら
ひ
難
波
の
浦
に
打
出
申
の
／
刻
に
夕
日
静
成

時
分
に
犬
を
海
の
面
へ
放
し
け
る
時
／
康
庫
も
鷹
引
す
へ
て
河
に
ひ
か
へ
た
り
然
に
波
の
上
へ
／
鑢
与
云
魚
一
丈
斗
飛
あ
か
り
け
る

則
合
羽
け
る
に
中
に
」
（
三
ウ
）
捉
て
手
帰
る
御
用
斜
に
叡
覧
有
て
貞
~
に
七
度
の
／
、
官
を
被
一
‘
—
辰
}
一
部
に
て
秘
偲
を
撰
出
し

天
下
に
／
お
ゑ
て
末
世
末
代
迄
武
家
鷹
の
源
た
る
へ
き
よ
し
」
（
四
オ
）
【
四
オ
の
後
半
お
よ
び
四
ウ
の
前
半
欠
損
】
と
い
ふ
川
の
は

た
ま
か
渕
へ
引
い
る
也
犬
を
廻
し
け
れ
ハ
／
渕
の
底
へ
か
み
い
る
あ
や
し
め
問
け
れ
ハ
鈴
も
な
り
け
る
／
問
水
練
を
入
て
見
れ
ハ
ろ

く
せ
う
い
ろ
の
古
雉
子
也
羽
ハ
」
（
四
ウ
）
八
重
に
お
ひ
足
三
つ
あ
り
頓
而
捉
飼
け
る
八
重
羽
の
雉
子
／
の
住
け
る
壁
成
間
其
よ
り

此
顕
を
は
八
璽
原
与
号
ス
／
此
鳥
に
足
三
つ
有
故
に
そ
れ
よ
り
し
て
雉
子
の
足
を
ハ
」
（
五
オ
）
【
五
オ
の
後
半
お
よ
び
五
ウ
の
前
半

欠
損
】
＼
一
於
人
前
鷹
物
請
前
後
分
別
之
事
／
＼
一
他
人
の
鷹
養
生
請
取
心
得
の
事
／
大
一
我
鷹
煩
時
他
人
ぇ
渡
ス
心
得
の

事
」
（
五
ウ
）
＼
一
病
鷹
養
生
の
時
節
々
心
得
の
事
／
＼
一
病
鷹
に
病
の
名
付
ル
心
得
之
事
／
ズ
一
煩
鷹
養
生
孟
印
取
遠
口
之

煩
鷹
見
詠
と
鷹
飼
物
請
引
合
分
別
之
事
／
ズ
一
煩
鷹
餌
食
見
詠
第
一
分
前
に
相
極
事
／
＼
一

事
／
r
、

し
て
み
る
。
ま
ず
は
、
同
害
の
全
文
翻
刻
を
以
下
に
挙
げ
る
。

煩
鷹
養
生
之
時
餌
擬
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部
分
と
欠
損
部
分
の
無
い
六
丁
表
に
は

分
別
之
事
／
已
上
」
（
六
オ
）
【
六
ウ
・
七
オ
白
紙
】
賓
暦
九
己
卯
依
田
十
郎
左
衛
門
／
六
月
吉
日
盛
昌
（
花
押
）
（
縦
二
．
三
岱
X
横

二
．
三
梵
の
朱
正
方
印
）
／
依
田
次
右
衛
門
殿
」
（
七
オ
）

先
述
の
よ
う
に
、

す
る
の
は
難
し
い
。

確
認
で
き
る
。

「
意
趣
」
を
標
榜
し
た
類
似
の
テ
キ
ス
ト
が
二
点
、
存
在
し

乾
』
の

同
苫
の
四
丁
お
よ
び
五
丁
に
つ
い
て
は
、
後
半
の
三
分
の
二
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
た
め
、
当
該
害
の
全
容
を
把
握

し
か
し
な
が
ら
、
欠
損
部
分
の
無
い
三
丁
表
襄
か
ら
後
半
三
分
の
二
が
欠
損
し
て
い
る
四
丁
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る

第
一
条
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
分
批
が
残
存
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
「
祢
津
え
御
鷹
赦
許
之
事
」
を
伝
え
る
逸
話
と
し
て
、
一
条
院
の
時
代
に
「
祢
津
の
神
平
貞
直
」
が
、
ミ
サ
ゴ
腹
の
鷹
と
カ
ワ

ウ
ソ
腹
の
犬
を
逍
っ
て
難
波
の
浦
で
鯛
を
釣
り
上
げ
た
と
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
「
祢
津
神
平
貞
直
」
は
、
前
掲
の
『
柳
庵
雑
筆
』
が
列
挙

す
る
祢
津
家
の
系
諮
の
中
に
も
そ
の
名
前
が
見
え
る
。
が
、
『
柳
庵
雑
筆
』
の
祢
津
貞
直
は
、
「
消
和
天
皇
第
四
皇
子
貞
保
親
王
后
闘
八
代

平
権
大
夫
重
道
の
二
男
」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
世
代
的
に
一
条
院
の
時
代
の
人
物
と
は
考
え
に
く
く
、
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣

記
述
と
は
皿
師
が
あ
る
（
後
述
）
。
ま
た
、
当
該
話
の
最
末
尾
は
欠
落
し
て
い
る
た
め
、
最
終
的
な
結
末
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
も
の
の
、
帝
が
貞
直
と
叡
覧
し
、
彼
に
七
度
の
官
位
を
授
け
、
八
一
巻
の
鷹
経
の
う
ち
一
八
帖
の
鷹
杏
を
一
部
に
し
て
秘
伝
と
し
、

「
天
下
に
お
ゑ
て
末
世
末
代
迄
武
家
鷹
の
源
た
る
へ
き
よ
し
J

を
仰
せ
つ
け
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、

貞
直
の
活
躍
を
以
て
当
家
の
鷹
術
の
由
来
と
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
見
倣
さ
れ
よ
う
。
続
く
四
丁
裏
お
よ
び
五
丁
表
の
残
存
部
分
に
叙
述
さ

れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
残
さ
れ
た
断
片
的
な
ワ
ー
ド
よ
り
、
「
八
重
羽
の
雉
」
に
関
す
る
説
話
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想

五
丁
裏
の
残
存

さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
欠
落
部
分
が
大
半
を
占
め
る
の
で
、
そ
の
詳
細
な
内
容
は
把
握
し
難
い
。
さ
ら
に
続
け
て
、

―
つ
杏
き
で
鷹
の
諮
け
渡
し
や
鷹
の
旋
生
・
病
気
に
ま
つ
わ
る
箇
条
苫
き
の
記
事
が
九
項
目
分

と
こ
ろ
で
、
依
田
氏
伝
来
の
鷹
曹
群
の
中
に
は
、
他
に
も
「
祢
津
家
」
の

て
い
る
(IO)
。
二
点
と
も
、
前
節
に
お
い
て
挙
げ
た
「
②
打
雲
紙
を
上
下
裁
断
し
て
改
装
し
た
と
思
わ
れ
る
表
紙
の
も
の

（
上
部
の
藍
雲
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の
部
分
を
表
表
紙
、

下
部
の
紫
雲
の
部
分
を
裏
表
紙
に
そ
れ
ぞ
れ
装
丁
）
。
寸
法
は
縦
が
お
お
よ
そ
一
四
＼
五
梵
X
横
が
お
お
よ
そ
一
六

梵
の
も
の
」
と
い
う
項
目
の
文
献
群
に
含
ま
れ
る
。
両
テ
キ
ス
ト
の
害
誌
は
以
下
の
通
り
。

家
意
趣
巻
三
』
（
外
題
）
。
一
冊
。
縦
一
五
．
四
糎

x
横
一
六

.
0
糎
。
表
紙
左
肩
に
「
ri

家
意
趣
巻
三
」
の
貼
題
箔
（
縦

九
．
九
糎
X
横
二
．
〇
糎
）
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
楷
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
九
丁
。
一
丁
表
中
央
に
「
祢
津
家
た
か
文
巻
類
之
内
」
。
半

莱
―
二
行
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
朱
筆
で
斜
線
・
読
点
・
濁
点
な
ど
の
杏
き
入
れ
あ
り
。
九
丁
裂
に
「
祢
津
松
紹
軒
（
縦

三
．
一
糎
X

二
．
三
糎
の
朱
長
方
印
）
／
天
正
十
六
年
戌
了
／
二
月
朔
日
常
安
（
花
押
）
／
依
田
十
郎
左
衛
門
殿
」
。
虫
損
甚
大
。

『
家
意
趣
巻
三
』
（
外
題
）
。
一
冊
。
縦
一
五
．
四
糎
X
横
一
六
．
三
糎
。
表
紙
左
肩
に
「
家
意
趣
巻
三
」
の
貼
題
答
（
縦
九
．
九

糎

x
横
一
．
九
糎
）
。
袋
綴
。
本
文
料
紙
堵
紙
。
四
つ
目
綴
。
全
―
一
丁
（
遊
紙
前
後
各
一
丁
）
。
二
丁
表
中
央
に
「
祢
津
家
た
か
文

巻
類
之
内
」
。
半
葉
―
二
行
。
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
朱
筆
等
な
し
0

1
0
丁
裏
に
「
祢
津
松
鵠
軒
（
縦
三
．
一
糎

x
二
．
三
糎
の

朱
長
方
印
）
／
天
正
十
六
年
戌
子
／
二
月
朔
日
常
安
（
花
押
）
／
依
田
十
郎
左
衛
門
殿
」
。

上
記
の
奥
書
に
よ
る
と
、
両
写
本
は
、
天
正
一
六
年
(
-
五
八
八
）
二
月
一
日
付
で
祢
津
松
縞
軒
常
安
か
ら
依
田
十
郎
左
衛
門
（
守

廣
）
に
宛
て
た
も
の
と
い
う
（
以
下
、
守
隈
本
『
家
意
趣
巻
三
』
①
②
と
称
す
る
）
。
両
幣
の
叙
述
は
、
語
句
レ
ベ
ル
に
お
い
て
一
致

し
、
ほ
と
ん
ど
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
守
炭
本
『
家
意
趣
巻

三
』
①
②
に
記
載
さ
れ
て
い
る
項
目
は
全
部
で
三
七
条
あ
り
、

そ
の
う
ち
冒
頭
の
第
一
条
に
は
、
祢
津
家
の
鷹
狩
り
の
由
来
と
し
て
、
祢
津
神
平
貞
直
が
ミ
サ
ゴ
腹
の
鷹
と
カ
ワ
ウ
ソ
腹
の
犬
を
遣
っ
て

魚
を
捕
る
と
い
う
件
の
逸
話
が
記
載
さ
れ
、
続
く
第
二
条
に
は
、
貞
直
が
「
八
重
羽
の
雉
」
を
退
治
す
る
説
話
を
叙
述
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
守
跛
本
『
家
意
趣
巻
三
』
①
②
の
写
本
の
う
ち
か
ら
比
較
的
虫
損
の
少
な
い
①
を
選
び
、
同
本
に
見
え
る
第
一
条
お
よ
び
第
二
条

の
本
文
を
以
下
に
挙
げ
る
（
句
読
点
は
私
に
付
し
た
）
。

②
 

①
 

一
条
院
ノ
キ
ャ
ウ
御
門
ヱ
奥
州
冨
士
深
山
ノ
大
鷹
コ
ト
ニ
ス
ク
レ
タ
ル
ヲ
ヽ
サ
メ
奉
ル
。
イ

カ
ン
ト
シ
テ
カ
、
イ
チ
ヱ
ン
烏
ヲ
ト
ル
ト
云
コ
ト
サ
ラ
ニ
ナ
シ
。
其
比
信
濃
ノ
国
祢
津
ノ
神
平
貞
直
ト
テ
鷹
ノ
チ
ャ
ウ
ス
ア
ッ
テ
、

『
三

祢
津
ヱ
鷹
御
ユ
ル
サ
レ
ノ
コ
ト
、
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コ
ヱ
カ
ミ
イ
ル
。

ア
ヤ
シ
メ
聞
ケ
レ
ハ
、
鈴
モ
ナ
リ
ケ
ル
間
、
ス
イ
レ
ン
ヲ
イ
レ
、
ミ
ケ
レ
ハ

メ
シ
ノ
ホ
セ
ラ
レ
カ
ノ
鷹
ヲ
取
飼
ヘ
キ
ヨ
シ
セ
ン
シ
ナ
リ
。
貞
直
ソ
ウ
シ
ケ
ル
ハ
、

ノ
ト
ッ
キ
タ
ル
鷹
ニ
ョ
リ
、
烏
ヲ
ト
ラ
ヌ
モ

n
ト
ワ
リ
ナ
リ
。
ウ
ヲ
ナ
ラ
テ
取
カ
タ
シ
ト
申
ケ
ル
。
サ
ラ
ハ
ウ
ヲ
ニ
取
飼
ヘ
キ
ヨ

シ
、
軍
而
セ
ン
シ
ナ
リ
。
神
平
承
、
ウ
ヲ
ニ
取
飼
申
ヘ
キ

n
ト
ヤ
ス
キ
シ
サ
イ
ニ
候
共
、
河
川
ヲ
メ
ク
ル
犬
ア
ラ
シ
ト
申
ケ
ル
。
其

時
、
神
平
ケ
ラ
イ
ノ
者
ニ
ソ
ウ
ツ
イ
ト
申
者
申
ケ
ル
ハ
、
上
流
ノ
オ
リ
フ
シ
、
河
ニ
ヲ
イ
テ
、

ニ
ヒ
カ
ヱ
タ
リ
。
コ
ノ
犬
ヲ
以
河
川
ヲ
カ
マ
セ
ン
ト
テ
、
ヤ
カ
テ
ヒ
キ
ノ
ホ
セ
、
鷹
犬
ト
モ
ニ

n
シ
ラ
ヱ
、

ュ
ウ

ノ
ウ
ラ
ニ
ウ
チ
イ
テ
、
申
ノ
刻
、
夕
日
シ
ッ
カ
ナ
ル
時
分
、
犬
ヲ
河
ノ
ヲ
モ
テ
ヱ
ハ
ナ
シ
ケ
ル
。
貞
直
モ
、
鷹
ヒ
キ
ス
ヱ
テ
ナ
キ
サ

シ
カ
ル
ニ
、
波
ノ
上
ヱ
ス
ヽ
キ
ト
云
ウ
ヲ
一
丈
斗
ト
ヒ
ア
カ
ル
、
則
ア
ワ
セ
ケ
ル
中
二
取
リ
テ
、
手
□、
御
門
ナ

ノ
メ
ニ
ヱ
イ
ラ
ン
ア
ッ
テ
、
貞
直
二
七
度
ノ
官
ヲ
サ
ッ
ケ
八
拾
壱
巻
ノ
ヤ
ウ
キ
ャ
ウ
ノ
内
、
拾
八
帖
ノ
鷹
フ
ミ
ト
テ
、
拾
八
巻
壱
部

ニ
テ
、

ヒ
テ
ン
ヲ
ヱ
ラ
ヒ
出
シ
、

天
下
ニ
ヲ
イ
テ
末
世
末
代
マ
テ
、
武
家
ノ
鷹
ノ
ミ
ナ
モ
ト
タ
ル
ヘ
キ
ヨ
シ
イ
ン
セ
ン
ニ
ア
ッ
カ

リ
、
ク
タ
サ
レ
ケ
ル
。
是
ヨ
リ
鷹
ノ
家
ト
カ
ウ
ス
。
御
ト
リ
ッ
キ
ハ
、
二
条
殿
ニ
テ
御
座
候
。
其
後
ノ
代
々
ノ
子
孫
、
学
ノ
ト
コ

ロ
、
イ
マ
ニ

n
レ
ヲ
偲
る
ナ
リ
。

ハ
ヤ
シ
ケ
ル
。
ミ
レ
ハ
セ
ウ
ナ
リ
。

ナ
ヲ
家
ノ
イ
シ
ュ
ノ
コ
ト
、
貞
匝
卜
云
代
二
袈
深
山
ヨ
リ
鷹
ノ
ッ
フ
コ
ヲ
ト
リ
テ
キ
タ
ル
。

ヤ
カ
テ
、
手
ム
キ
ノ
兄
鷹
卜
是
ヲ
号
。
貞
直
取
飼
ケ
ル
ニ
、

ソ
ノ
ヲ
リ
フ
シ
0

月
ミ
マ
キ
ノ
内
二
、

コ
ト
タ
ヒ

l
＼
ナ
リ
。

シ
ト
ク
ミ
、
イ
カ
ヽ
ア
リ
ケ
ン
、

羽
八
重
ニ
ヲ
イ
、
足
三
ツ
ア
リ
。

ル
ニ
ョ
リ
、

都
ヱ
キ
コ
シ
メ
シ
ヲ
、

キ
ヨ
ワ
ラ
ノ
ヲ
モ
ム
キ
ヲ
ミ
奉
ル
ニ
、
ミ
サ

n

カ
ワ
ウ
ソ
ノ
犬
ノ
コ
ア
リ
ト
申
゜

ヨ
キ
日
ノ
時
ヲ
ヱ
ラ
ヒ
、
難
波

レ
ン
チ
ウ
フ
ト
コ
ロ
ノ
内
ニ
テ
、

一
ノ
原
ア
リ
。
カ
ノ
原
ニ
テ
鷹
ヲ
ッ
カ
イ
ケ
レ
ハ
、
フ
ル
雉
子
ア
リ
テ
、
カ
ヱ
リ
テ
鷹
ヲ
取

シ
カ
ル
ニ
神
平
、
彼
野
ニ
イ
テ
、
手
ム
キ
ノ
兄
鷹
ヲ
ッ
カ
ワ
レ
シ
ニ
レ
イ
ノ
贋
ソ
ト
心
得
、
雉
子
イ
テ
合
ヒ

只
ヒ
キ
ニ
ヒ
ク
ソ
ノ
ホ
ト
リ
ニ
千
熊
川
ハ
タ
マ
カ
渕
ヱ
引
入
ル
。
犬
ヲ
マ
ワ
シ
ケ
レ
ハ
、
渕
ノ
ソ

ロ
ク
シ
ャ
ウ
イ
ロ
ノ
フ
ル
雉
子
ノ

ヤ
カ
テ
取
飼
ケ
ル
。
是
ヨ
リ
シ
テ
別
足
卜
云

n
ト
ハ
シ
マ
リ
ケ
ル
。

シ

八
重
羽
ノ
烏
ノ
住
ケ
ル
野
ナ

ソ
ノ
原
ヲ
八
重
原
卜
号
ス
。
鈴
、
水
ノ
ソ
コ
ニ
テ
ナ
リ
ケ
ル
問
、
瀧
丸
卜
号
。
其
後
、
神
平
ヲ
モ
イ
ケ
ル
ハ
、
シ
セ
ン

ヨ
ハ
レ
メ
サ
レ
ン
ニ
奉
上
候
ヘ
ハ
、
家
ノ
拾
代
タ
ル
ヘ
キ
ヲ
ト
、
ヲ
モ
イ
ソ
ノ
ウ
ッ
シ
ヲ
ハ
リ
奉
上
ノ
タ
メ

カ
ラ
ハ

コ
ト
ニ
ス
ク
レ
タ
ル
逸
物
ナ
リ
。
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意
趣 右

に
よ
る
と
、
当
該
害
の
第
一
条
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
祢
津
神
平
貞
直
が
ミ
サ
ゴ
腹
の
鷹
と
カ
ワ
ウ
ソ
腹
の
犬
を
遣
っ
て
魚
を
捕

る
逸
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、

（
守
廣
本
『
家
意
趣
巻

そ
の
本
文
は
、
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣

て
い
る
叙
述
と
、
語
句
レ
ベ
ル
で
の
細
か
な
異
同
を
除
い
て
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣

不
明
と
な
っ
て
い
る
当
該
説
話
の
結
末
は
、
右
掲
記
事
に
よ
る
と
、
貞
直
が
帝
の
院
宣
を
承
っ
て
以
降
、
祢
津
家
を
鷹
の
家
と
称
す
る
よ

う
に
な
り
、
代
々
の
子
孫
が
こ
れ
を
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
守
廣
本
『
家
意
趣
巻
三
』
①
の
第
二
条
で
は
、
「
家
ノ
イ
シ
ュ
ノ

n
卜
」
と
し
て
、
や
は
り
貞
直
が
登
場
す
る
鷹
術
説
話

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
右
掲
記
事
の
傍
線
部
に
は
、
貞
直
の
名
鷹
で
あ
る
「
手
ム
キ
ノ
兄
鷹
」
が
、
「
芝
ム
ク
」
と
い
う
犬
と
と
も
に
八

重
羽
の
雉
を
退
治
し
た
逸
話
が
見
え
る
。
し
か
も
、
当
該
苫
に
見
え
る
こ
の
「
八
重
羽
の
雉
」
説
話
の
本
文
は
、
前
掲
の
盛
昌
本
『
祢
津

乾
』
の
四
丁
表
裏
お
よ
び
五
丁
表
に
残
さ
れ
た
断
片
的
な
文
言
と
概
ね
一
致
す
る
（
【
表
】
参
照
）
。

フ
ン
チ
ン
ノ
ア
チ
ノ
如
来
ノ
シ
ン
ト
ク
ナ
リ
。
条
々
口
側
有
云
々
。

二
ヲ
ト
丸
号
ス
。
以
上
、
鈴
ニ
ツ
ア
リ
。

ロ
間
シ
ル
ス
ニ
ヲ
ヨ
ハ
ス
。

ソ
ノ
ホ
カ
モ
ス
ニ
鷺
ヲ
ア
ワ
セ
サ
マ
ー
＼
ノ
コ
ト
ア
リ
ト
イ
ヱ
共
、

サ
イ
ケ
ン
ナ
ク
ソ

マ
タ
犬
ノ
ュ
ラ
イ
ヲ
タ
ッ
ヌ
ル
ニ
、
芝
生
田
卜
云
所
ヨ
リ
、
出
タ
ル
ム
ク
犬
ナ
レ
ハ
芝
ム
ク
ト
是
ヲ
名

付
、
惣
而
、
鷹
ヲ
シ
ラ
ス
シ
テ
カ
ウ
コ
ト
道
ニ
ア
ラ
ス
。
鷹
ノ
ヲ
コ
リ
ヲ
シ
ル
ヘ
シ
。
鷹
ハ
コ
レ
ア
チ
ナ
リ
。
鷹
師
ハ
是
タ
ウ
タ
イ

三
』
①
〈
依
田
盛
敬
氏
蔵
〉
第
一
条
•
第
二
条
）

乾
』
の
三
丁
表
裏
お
よ
び
四
丁
表
の
前
半
に
記
載
さ
れ

乾
』
で
は
欠
落
し
て
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※の叙述については、両杏において叙述される順番が異なっている。

よ※ 号間八

［ 
八くけあ み犬 いと

り此 ス其重 重せるや いを
孟工し烏 よ羽 にぅ間し る廻

てに りの おぃ水め し JII 

雙翌 此雉 け ひろ練聞 け の
痙子 る 座のをけ れ は >の一
をの 二古入れ ノ‘ た足 つ

を有 は住 ニ雉てハ 渕 ま
ノ、故 八け り子見鈴 の か
に 重る 也れも 底 渕
そ 原壁 羽ハな ヘ ヘ
れ 与成 ハろり か 弓I

号二八 ハ※ ヤ 足ノミリア コ犬 ノ‘
スヨ軍 シ是 力 三フケケヤ ヱヲ 夕

リ、羽 マョ テ ツルレルシ カマ マ

ノ リリ 魯 ア雉ハ問メ ミヮ 力

ソ烏 ケシ リ子‘ 聞 イシ 渕

ノノ Jレテ ケ ノロスヶ Jレヶ ヱ

閾本原住 別
Iレ 羽クイレ レ 閃

ヲケ 足 八シレハ /‘ ）レ
八ル 卜 重ャン、 ヽ

重野 云 ニゥヲ鈴 渕
原ナ コ ヲィイモ ノ
トル 卜 イ、ロピナ ソ

【表】

奥
害
部
分
を
除
く
墨
付
き
三
丁
半
の
う
ち
、
お
よ
そ
約
二

丁
半
に
わ
た
っ
て
祢
津
神
平
貞
直
の
逸
話
が
記
載
さ
れ
て

い
る
（
い
ず
れ
も
欠
落
分
含
む
）
。
こ
の
よ
う
に
、
テ
キ

ス
ト
に
お
け
る
叙
述
最
の
大
半
を
占
め
る
祢
津
神
平
貞
直

説
話
は
、
当
該
苫
の
最
も
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
で
き
よ
う
。

欠
落
部
分
を
捕
捉
し
な
が
ら
読
解
す
る
と
、
同
苫
で
は

乾
』
の

』
に
見
え

内
容
は
、
前
掲
の
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣

三
』
の
第
三
条

S
第
三
七
条
に
は
、
鷹
の
飼
育
法

趣
巻
や
鷹
狩
り
の
技
術
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
記
載

し
た
一
っ
笞
き
の
項
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
が
、

以
上
の
よ
う
に
、
守
廣
本
『
家
意
趣
巻

る
類
話
を
参
考
に
し
て
、
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣

そ
の

乾
』
の
五
丁
裏

の
残
存
部
分
お
よ
び
六
丁
表
に
見
え
る
一
っ
杏
き
の
項
目

と
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
(
U
)
0

可
能
性
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
ち
な
み
に
、
守
廣
本
『
家
意

な
、
貞
直
に
よ
る
八
重
羽
の
雉
退
治
説
話
の
一
部
で
あ
る

の
守
廣
本
『
家
意
趣
巻

以
上
の
こ
と
か
ら
、
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣

丁
裏
お
よ
び
五
丁
表
に
見
え
る
断
片
的
な
叙
述
は
、
右
掲

三
』
①
第
二
条
に
見
え
る
よ
う

乾
』
の
四
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盛
昌
本
『
祢
津
意
趣

さ
て
、
そ
の
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣

庵
雑
筆
』
に
見
え
る
記
事
と
皿
師
を
き
た
す
こ
と
は
先
に
触
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
祢
津
神
平
貞
直
の
系
諮
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
す
る

と
、
た
と
え
ば
、
『
信
州
滋
野
氏
三
家
系
図
』

9
に
所
収
さ
れ
て
い
る
祢
津
氏
の
系
図
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

消
和
天
皇

四

（略）

右
の
系
図
に
見
え
る
「
貞
直
」

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

乾
』
の
祢
津
神
平
貞
直
伝
承

乾
』
に
叙
述
さ
れ
る
「
祢
津
神
平
貞
直
」

ー

貞

保

親

王

（略）

ー

目

宮

王

の
注
記
に
よ
る
と
「
神
平

（略）

は
一
条
院
の
時
代
の
腺
匠
と
さ
れ
る
が
、

|
|
l
善
淵
王

そ
れ
が
『
柳

（
略
）
ー
滋
氏
王
胄
碧
霜
訊
器
ー
ー
ー
為
廣
穀
却
酎
闊

酔
従
ー
為
通
縞
叫
炉
！
道
直
噌
叩
ー
心
四
麒
詞
詈
経
翻
叫
ー
ー
宗
直
彗
翌
ー
|
宗
道
い
疇
叫
1

敦
宗
扉
叩
ー
ー
宗
光
研
戸
砂
ー
光
長
開

ー
光
義
平
加
也
ー
重
綱
蒜
光
頼
嗜
咋
！
頼
直
噌

1

時
直
嗜
諏
ー
長
泰
嗜
ー
泰
綱
嗜
ー
_
'
氏
綱
知
禁
ー
—
i
遠
光
喪
諄
ー

ー
女
子
廷
認
螂
~
時
貞
謡
鯰"
”
1

信
貞
揺
詰
介
~
光
直
款
齢

鷹
名
巻
ア
リ
。
自
院
賜
宝
珠
井
御
剣
」
と
あ
り
、
彼
が
鷹
匠
の
名
人
と
さ

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
系
図
が
示
す
「
貞
直
」
も
ま
た
、
前
掲
の
『
柳
庵
雑
筆
』
と
同
じ
く
、
消
和
天

皇
の
九
代
末
裔
の
人
物
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
だ
い
た
い
平
安
時
代
末
期
が
主
な
活
動
時
期
に
な
り
、
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣

乾
』
に
登
場
す
る
「
祢
津
神
平
貞
直
」
と
は
や
は
り
異
な
る
人
物
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
室
町
時
代
に
成
立
し
た
諏
訪
大
明
神
の
縁
起

で
あ
る
『
諏
訪
大
明
神
画
詞
』
「
縁
起
第
五
」

~m
に
も
、
「
東
国
無
双
ノ
鷹
匠
」
と
さ
れ
る
「
祢
津
神
平
貞
直
」
が
登
場
す
る
。
同
粛
に

よ
る
と
、
彼
は
「
保
元
平
治
ノ
戦
場
ニ
モ
向
ニ
ケ
リ
」
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
『
信
州
滋
野
氏
一
二
家
系
図
』
や
『
柳
庵
雑
筆
』
が
伝

え
る
「
祢
津
神
平
貞
直
」
と
は
時
代
的
に
符
合
す
る
。
と
言
う
こ
と
は
、
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣
乾
』
が
伝
え
る
よ
う
な
、
一
条
院
の
時

代
の
「
祢
津
神
平
貞
直
」
と
は
や
は
り
異
な
る
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、
鷹
書
に
登
場
す
る
「
祢
津
神
平
貞
直
」
は
、
そ

の
多
く
が
史
実
を
無
視
し
た
伝
承
に
基
づ
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る

9゚
貞
直
の
一
族
で
あ
る
「
祢
津
家
（
流
）
」
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
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依
田
十
郎
左
衛
門
尉

（
丸
朱
印
）
守
廣
判
（
朱
方
印
）

に
も
関
わ
ら
ず
、
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣
乾
』
も
ま
た
、
鷹
苫
に
お
け
る
鷹
術
伝
承
の
パ
タ
ー
ン
に
従
っ
て
、
虚
描
の
貞
直
伝
承
を
叙
述

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
史
実
に
お
け
る
祢
津
神
平
貞
直
は
普
逼
化
し
て
い
る
た
め
、
敢
え
て
そ
れ
を
外
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

当
家
独
自
の
祢
津
神
平
貞
直
伝
承
を
主
張
し
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
実
際
、
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣
乾
』
が
伝
え
る
祢
津
神
平
貞
直
説

話
の
類
話
は
、
依
田
家
伝
来
の
鷹
書
以
外
に
は
確
認
で
き
な
い
(
1
5
)
0

と
こ
ろ
で
、
依
田
氏
に
伝
来
し
た
鷹
術
文
苦
の
中
に
は
、
鷹
瞥
以
外
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
鷹
術
の
印
可
状
四
本
と

犬
牽
の
印
可
状
二
本
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
祢
津
家
（
流
）
の
鷹
術
伝
授
の
許
可
と
系
諧
を
示
す
文
苫
で
、
い
ず
れ
の
冒
頭
に
も
、
祢
津

家
の
鷹
術
も
し
く
は
犬
牽
の
由
来
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
本
文
は
、
「
鷹
匠
」
と
「
犬
牽
」
の
異
同
が
あ
る
以
外
は
す
べ
て
同
文
と

な
っ
て
い
て
、
い
ず
れ
も
「
祢
津
貞
直
」
に
言
及
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
依
田
氏
伝
来
の
印
可
状
の
中
か
ら
、
盛
昌
の

名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
鷹
術
の
も
の
を
以
下
に
挙
げ
る
(
1
6
)
0

梢
和
天
王
月
宮
一
條
院
以
来
、
於
天
下
号
多
賀
家
者
、
信
設
国
小
縣
之
住
人
祢
律
是
也
。
貞
直
之
乃
k‘

依
多
賀
之
名
誉
度
々
蒙
、

勅
命
之
巻
挙
和
朝
、
其
名
代
々
之
子
孫
偲
之
。
然
所
、
成
好
以
誓
血
承
候
間
、
家
之
多
賀
文
一
部
、
拾
八
之
秘
事
、
三
拾
六
之
口

他
、
不
残
、
相
他
畢
。
志
深
人
頻
所
望
付
者
起
詰
文
請
取
抜
也
之
通
可
有
、
相
僻
一
部
之
所
者
、
緞
雖
為
子
孫
感
志
之
浅
深
可
為
唯

妥
一
人
千
金
奨
僻
ぷ
々
。

疫
長
四
JJi子

五
月
十
八
日

依
田
十
郎
左
衛
門
尉
殿

右
多
賀
方
従
祢
津
松
約
軒
常
安
就
相
他
一
部
十
八
之
秘
事
、
三
拾
六
之
口
側
不
残
相
僻
可
秘
者
也
。

常
安
判

祢
津
松
紐
軒
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依
田
和
左
衛
門
殿

右
不
残
相
他
可
秘
者
也

寛
政
二
年
依
田
和
左
衛
門

右
子
々
孫
々
偲
之
者
也

安
永
三
甲
午

十
一
月
吉
日

依
田
次
右
衛
門
殿

依
田
次
郎
左
衛
門
殿

右
多
賀
方
従
依
田
十
郎
左
衛
門
尉
守
廣
就
相
偲
一
部
十
八
之
秘
事
、
三
拾
六
之
口
他
、
不
残
相
偲
可
秘
者
也
。

承
應
元
年

五
月
二
日

依
田
権
六
殿

右
多
賀
方
従
貞
沖
相
他
一
部
秘
事
口
俯
不
残
相
偲
可
秘
者
也

元
禄
十
二
巳
卯

九
月
十
六
日

依
田
孫
十
郎
殿

右
子
々
孫
々
偲
之
者
也

賓
暦
九
記

六
月
吉
日

七
月
吉
日

依
田
次
右
衛
門

依
田
十
郎
左
衛
門

（
丸
朱
印
）
初
守
判
（
朱
方
印
）

（
丸
朱
印
）
盛
昌
（
花
押
）
（
朱
方
印
）

（
丸
朱
印
）
守
真
（
花
押
）
（
朱
方
印
）

依
田
権
六

依
田
次
郎
左
衛
門

（
丸
朱
印
）
貞
消
判
（
朱
方
印
）
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と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣

以
上
の
こ
と
か
ら
、
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣

依
田
和
平
殿

右
子
々
孫
々
他
之
者
也

文
政
十
年

乾
』
の
叙
述
と
一
致
す
る
。
さ
ら
に
、
右
掲
の
印
可
状
で
「
於
天
下
号
多

依
田
式
左
衛
門
殿

（
依
田
盛
敬
氏
蔵
『
鷹
術
印
可
状
（
仮
）
』
（
全
四
葉
、
一
葉
目
11
縦
一
八
．
二
巧
X
横
七
三
．
三
梵
、
二
葉
目
1
1
縦
一
八
．
二
岱
X
横
五
二
．

O
岱、

三
莱
目
1
1
縦
一
八
．
二
岱
X
横
八
九
．

O
岱
、
一
莱
目
11
縦
一
八
．
二
梵
X
横
八
五
．
三
梵
）
）

さ
ら
に
、
こ
れ
は
、
文
政
一

0
年
(
-
八
二
七
）
九
月
に
「
依
田
式
左
衛
門
殿
」
に
伝
授
さ
れ
た
印
可
状
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
伝
授

の
系
諾
に
よ
る
と
、
祢
沖
信
直
（
松
紹
軒
常
安
）
か
ら
依
田
守
廣
に
伝
来
し
た
鷹
術
が
、
依
田
家
の
子
々
孫
々
に
相
伝
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
の
系
譜
よ
り
前
の
部
分
に
は
、
「
消
和
天
王
月
宮
一
條
院
以
来
」
に
お
い
て
「
信
濃
國
小
縣
住
人
祢
津
」
が
天
下
に
鷹
の
家

を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
貞
直
」
に
鷹
の
名
巻
が
た
び
た
び
あ
り
、

そ
れ
を
勅
命
で
称
え
ら

れ
て
子
々
孫
々
に
伝
わ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
消
和
天
王
月
宮
」
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
祢
律
貞
直
を
「
一

條
院
」
の
時
代
の
人
物
と
す
る
の
は
、
盛
昌
本
『
祢
津
意
趣

筑
家
者
、
信
濃
国
小
縣
之
住
人
祢
津
是
也
。
貞
直
之
ヶ
ぶ
、
依
多
賀
之
名
巻
度
々
蒙
、
勅
命
之
巻
挙
和
朝
」
と
述
べ
て
い
る
文
言
は
、
盛

昌
本
『
祢
津
意
趣
乾
』
の
第
一
条
に
「
祢
津
ヱ
鷹
御
ユ
ル
サ
レ
ノ
コ
ト
」
と
し
て
、
ミ
サ
ゴ
腹
の
鷹
と
カ
ワ
ウ
ソ
腹
の
犬
で
狩
り
を
成

功
さ
せ
た
貞
直
に
つ
い
て
、
帝
が
「
貞
直
二
七
度
ノ
官
ヲ
サ
ッ
ケ
」
て
称
般
し
、
さ
ら
に
は
当
家
の
鷹
曹
を
「
武
家
ノ
鷹
ノ
ミ
ナ
モ
ト
タ

ル
ヘ
キ
」
と
定
め
、
そ
の
こ
と
で
祢
津
家
が
「
鷹
ノ
家
ト
カ
ウ
ス
」
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
叙
述
と
脈
絡
を
通
じ
て
い
る

g
。

乾
』
に
見
え
る
祢
津
神
平
貞
直
説
話
は
、
依
田
家
の
印
可
状
の
文
言
と
符
合
し
て
い
る
こ

乾
』
に
見
え
る
祢
津
神
平
貞
直
説
話
は
、
依
田
氏
に
よ
る
祢
泄
流
（
家
）

九
月

依
田
十
郎
左
衛
門
（
花
押
）
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3
 

2
)
 

ー

頁
＼
三
一
頁
な
ど
に
よ
る
。

の
鷹
術
伝
授
の
過
程
に
介
在
し
た
物
語
伝
承
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
う
。

以
上
に
お
い
て
、
依
田
氏
に
伝
来
し
た
新
出
の
祢
津
流
（
家
）
の
鷹
書
群
を
紹
介
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
奥
書
に
加
賀
藩
に
抜
擢
さ
れ

た
依
田
盛
昌
の
名
前
が
見
え
る
テ
キ
ス
ト
の
中
か
ら
、
祢
禅
家
の
意
趣
を
標
榜
す
る
と
お
ぽ
し
き
『
祢
津
意
趣
乾
』
を
取
り
上
げ
、
そ

の
叙
述
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
当
該
害
は
、
大
半
を
占
め
る
叙
述
猷
で
祢
津
神
平
貞
直
と
い
う
鷹
匠
の
説
話
を
掲
載
し
て
い
る
。
同
書
に

見
え
る
こ
の
よ
う
な
貞
直
説
話
は
、
依
田
氏
伝
来
の
鷹
書
の
み
に
伝
わ
る
独
自
の
伝
承
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
依
田
氏
の
鷹
術
印
可
状
に

見
え
る
記
述
と
も
連
動
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
依
田
氏
が
発
信
す
る
祢
津
流
（
家
）
の
鷹
術
は
、
鷹
害
に
見
え
る

祢
津
神
平
貞
直
の
物
語
伝
承
を
伴
っ
て
広
く
展
開
し
た
実
情
が
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

『
日
本
随
筆
大
成
第
三
期

寺
島
隆
史
「
近
世
大
名
に
な
っ
た
祢
津
氏
ー
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
祢
津
氏
の
動
静
ー
j

(
「
千
曲
」
四
六
号
、

お
よ
び
山
中
さ
ゆ
り
「
誦
津
家
文
害
に
つ
い
て
ー
戦
国
期
に
お
け
る
真
田
家
家
臣
の
動
向
ー
」
（
「
松
代
j

第
二
八
号
、
二

0
一
四
年
三
月
）
三
〇

二
本
松
泰
子
「
稲
津
流
の
鷹
術
ー
加
賀
滞
の
鷹
匠
・
依
田
氏
の
鷹
書
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
「
長
野
県
短
期
大
学
」
第
七
0
号
、
二

0
一
五
年
三
月
）
、

同
「
近
世
期
に
お
け
る
依
田
氏
の
鷹
狩
り
ー
祢
津
流
放
鷹
術
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
「
信
濃
」
第
六
八
巻
第
五
号
、
二

0
一
六
年
五
月
）
な
ど

注 お
わ
り
に

3
』
（
日
本
随
築
大
成
編
輯
部
編
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
六
年
―
二
月
）
所
収
。

一
九
八
五
年
七
月
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二
本
松
泰
子
「
祁
津
流
の
鷹
術
ー
加
賀
滞
の
鷹
匠
・
依
田
氏
の
鷹
帯
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
二

0
五
頁
＼
ニ
―

0
頁。

二
本
松
泰
子
「
近
世
期
に
お
け
る
依
田
氏
の
鷹
狩
り
ー
祢
津
流
放
鷹
術
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
ー
」

誌
は
以
下
の
通
り
。

『
三
明
大
成
膏
薬
集
』
（
巻
首
題
）
。
表
紙
左
府
に
縦
約
一
五
．
五
岱
X
横
約
四
．
一
門
の
貼
題
箔
が
剥
離
し
た
痕
跡
有
り
。

一
冊
。
縦
二
六
．
四
岱

x
横
一
九
．
八
岱
゜
袋
綴
。
本
文
料
紙
堵
紙
。
四
つ
目
綴
。
半
葉
一

0
行
。
概
ね
漢
文
体
、

同
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
二
本
松
泰
子
「
鷹
匠
の
家
伝
に
お
け
る
祢
津
神
平
貞
直
説
話
~
加
賀
滞
の
鷹
匠
・
依
田
氏
の
鷹
術
文
苫
を
め
ぐ
っ
て
ー
」

(
「
立
命
館
文
学
」
第
六
四
八
号
、
二

0
一
六
年
八
月
）
二
四
頁
＼
二
六
頁
に
お
い
て
す
で
に
取
り
上
げ
た
。

三
』
①
の
第
三
条
＼
第
三
七
条
に
見
え
る
記
事
の
概
略
は
以
下
の
通
り
。

「
コ
タ
カ
ノ
一
懇
と
い
う
鷹
の
秘
薬
の
調
合
法
を
記
す
。

「サ
A

ム
シ
万
病
園
第
ご
と
す
る
秘
薬
の
調
合
法
を
記
す
。

「
妙
薬
」
と
し
て
、
鷹
の
ホ
ネ
ッ
ギ
の
秘
薬
に
つ
い
て
記
す
。

「
闘
命
丸
」
と
い
う
鷹
の
秘
薬
の
調
合
法
を
記
す
。

「
馬
薬
ノ
コ
ト
」
と
し
て
、
鷹
の
秘
薬
の
調
合
法
を
記
す
。

l
l
)
守
服
本
『
家
意
趣
巻

lO 
ヽ ，
 
今
回
、
調
査
し
た
依
田
盛
敬
氏
所
蔵
の
文
瞥
群
の
中
に
は
、

こ
れ
ら
以
外
に
、
鷹
苔
で
は
な
い
テ
キ
ス
ト
が
一
点
含
ま
れ
て
い
た
。
当
該
書
の
沓

8
 
7
 

年
九
月
）

一
三
一
頁
＼
一
三
五
頁
。

6
 

二
本
松
泰
子
「
近
世
期
に
お
け
る
鷹
匠
の
文
化
伝
承
ー
依
田
氏
の
鷹
害
を
端
緒
と
し
て
ー
」
（
「
長
野
県
短
期
大
学
紀
要
」
第
七
一
号
、
二

0
一
六

の
鷹
狩
り
ー
祢
津
流
放
鷹
術
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
三
頁

S
六
頁
。

5
 
4
)
 
二
本
松
泰
子
『
中
世
鷹
曹
の
文
化
伝
承
』
（
三
弥
井
書
店
、

に
よ
る
。

二
0
1
―
年
二
月
）
な
ど
に
よ
る
。

二
本
松
泰
子
「
稲
津
流
の
鷹
術
ー
加
賀
滞
の
鷹
匠
・
依
田
氏
の
鷹
害
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
二

0
0頁
ー
ニ

0
三
頁
、
同
「
近
世
期
に
お
け
る
依
田
氏

一
部
渓
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。

一
三
頁

1
一
六
頁
。

一
冊
。
原
装
無
地
表
紙
。
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「
ヲ
ニ
ヒ
シ
」
と
い
う
鷹
の
手
の
内
に
あ
る
瘤
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

「
草
ホ

n
」
と
い
う
の
は
草
に
住
ん
で
い
る
鷹
の
こ
と
と
い
う
説
明
を
記
す
。

「
ミ
ス
尾
ノ
コ
ト
」
と
し
て
、
雉
の
脂
や
蚕
の
腸
な
ど
を
使
用
す
る
秘
薬
の
調
合
法
を
記
す
。

「
カ
リ
コ
ヱ
ノ
コ
ト
」
と
し
て
、
烏
の
掛
け
声
の
種
類
の
説
明
を
記
す
。

「
鷹
ニ
ア
ワ
レ
カ
イ
ト
云
コ
ト
」
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
鷹
の
特
徴
的
な
飼
い
方
の
説
明
を
記
す
。

「
初
ト
カ
リ
」
と
い
う
年
初
に
鷹
を
遣
う
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

「
ト
カ
ヱ
リ
ノ
鷹
」
と
い
う
春
に
捕
ら
え
る
鷹
の
種
類
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

「
野
ワ
タ
リ
ノ
鷹
」
と
い
う
秋
の
鷹
の
種
類
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

「
ト
ヲ
マ
ワ
リ
ノ
鷹
」
と
い
う
巣
か
ら
捕
ら
え
る
鷹
の
種
類
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

「
女
烏
ヲ
ハ
、
白
烏
」
「
ヲ
ン
烏
ヲ
ハ
黒
烏
」
と
称
す
る
こ
と
の
説
明
を
記
す
。

「
ナ
イ
烏
カ
リ
」
と
い
う
春
の
鷹
詞
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

「
n
山
カ
ヱ
リ
」
と
い
う
若
鷹
の
種
類
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

ヲ
ホ
ヱ
カ
リ
」
と
い
う
鷹
狩
り
の
手
法
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

ミ
ス
ヱ
烏
」
と
い
う
烏
の
種
類
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

「
聞
ス
ヱ
カ
リ
」
と
い
う
鷹
狩
り
の
手
法
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

「
羽
ク
ラ
ヘ
ノ
鷹
」
と
い
う
鷹
の
種
類
の
説
明
を
記
す
。

野
サ
レ
ノ
鷹
」
と
い
う
鷹
の
種
類
の
説
明
を
記
す
。

「
ハ
ナ
シ
烏
ヤ
ノ
コ
ト
」
と
し
て
、
鳥
屋
の
麻
さ
な
ど
の
説
明
を
記
す
。

ホ
コ
ノ
ッ
麻
サ
J

と
し
て
、
架
の
商
さ
や
太
さ
に
関
す
る
説
明
を
記
す
。

「
タ
イ
ホ
コ
ノ
コ
ト
」
と
し
て
、
大
鷹
の
メ
ス
の
架
に
関
す
る
説
明
を
記
す
。
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に
同
じ
。

て
1
」
三
一
頁

S
三
二
頁
に
お
い
て
す
で
に
取
り
上
げ
た
。

『
神
道
大
系
神
社
綱
諏
訪
』
二
六
頁
ー
ニ
七
頁
。

一
九
五
八
年
九
月
）
五
百
頁
ー
五
百
四
頁
。

「
ノ
ケ
ハ
ウ
ツ
（
軒
端
打
つ
）
」
と
い
う
鷹
詞
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

『
続
群
書
類
従
第
七
輯
上
』
（
続
群
苫
類
従
完
成
会
、

二
本
松
泰
子
「
鷹
匠
の
家
伝
に
お
け
る
祢
津
神
平
貞
直
説
話
|
加
賀
蹄
の
鷹
匠
・
依
田
氏
の
鷹
術
文
害
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
な
ど
に
よ
る
。

二
本
松
泰
子
「
鷹
匠
の
家
伝
に
お
け
る
祢
泄
神
平
貞
直
説
話
ー
加
賀
湘
の
鷹
匠
・
依
田
氏
の
鷹
術
文
帯
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
な
ど
に
よ
る
。

こ
の
印
可
状
に
関
す
る
考
察
は
、
二
本
松
泰
子
「
鷹
匠
の
家
伝
に
お
け
る
祢
津
神
平
貞
直
説
話
ー
加
賀
滞
の
鷹
匠
・
依
田
氏
の
鷹
術
文
甚
を
め
ぐ
っ

「
黒
生
」
や
「
赤
生
」
な
ど
鷹
の
斑
（
羽
の
模
様
）
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

ス
鷹
烏
」
な
ど
の
口
伝
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

「
尾
ノ
行
カ
ヱ
リ
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
鷹
の
尾
の
種
類
の
説
明
を
記
す
。

「
鷹
ノ
年
ヲ
ミ
シ
ル
」
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

ツ
キ
尾
」
と
い
う
鷹
の
尾
の
種
類
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

「
ツ
ホ
入
ノ
羽
」
や
「
サ
マ
カ
ヱ
リ
ノ
羽
J

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

「
鷹
タ
ス
ケ
」
と
い
う
鷹
の
羽
の
扱
い
方
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

ヲ
ト
シ
羽
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

「
ツ
ル
ヘ
ヲ
ト
シ
ノ
羽
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

「
ホ
ロ
ノ
毛
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。

ユ
モ
チ
の
羽
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
す
。
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鷹
狩
り
、
鷹
杏
、
加
賀
部
の
鷹
匠

貨
重
な
資
料
の
閲
覧
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
依
田
盛
敬
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
C
、
研
究
課
題
番
号
2
6
3
7
0
2
0
7
、
研
究
代
表
者
二
本
松
康
宏
、
研
究
課
題
「
中

世
前
期
に
お
け
る
諏
訪
信
仰
の
総
合
的
研
究
」
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

【
付
記
】
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The Development and Transmission Culture of Falconry 

Schools in Medieval and Early Modern Japan: 

A Takasho of the Kaga Domain Falconer Yoda Family 

NIHONMATSU Yasuko 

[n Japan, falconry was practiced in ancient times by the emperor and nobility. 

However, from medieval times onward it came to be almost entirely practiced by samurai. 

This paper focuses on one such falconry school, the Nezu school. The Nezu school's 

falconry techniques were the most popular ones amongst the samurai from the Warring 

States period to the Edo period. ft became widespread amongst families positioned to 

accede the shogunate (shogunke) and domain lords due to Nezu Sh5y5ken having served 

Tokugawa Ieyasu. 

The warrior falconry technique schools that flourished during medieval and early 

modem times all spread along with their own takasho, books on falconry. In these books, 

one finds falcon stories, decorum, and so on unique to the school. Due to the circulation 

of these takasho, various schools developed, and falconry flourished far and wide. These 

falconry schools and the takasho that belonged to them were an important culture that 

supported this flourishing during medieval and early modem times. 

This paper will focuses on the Nezu school, the falconry school that flourished the 

most during these times. ft presents a set of newly discovered takasho passed down in 

the Yoda family, which was chosen during the Kyoho period to be the Kaga domain's 

falconers. Then, it will examine the takasho entitled Nezu ishu ken, a representative text 

from the Nezu school in which Yoda Morimasa's name appears. The majority of this text 

is comprised of a st01y about the falconer Nezu Jinpei Sadanao. This story is only found 

in takasho passed down in the Yoda family. Furthermore, it also is related to text written 

on the falconry licenses issued by the Yoda family. In light of this, we can assume that the 
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Yoda family's Nezu school falconry spread widely along with the story of Nezu Jinpei 

Masanao found in this takasho. 


